
青木あすなろ建設

望月　尚幸社長
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Ｃ
Ｃ
Ｕ
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と
の
連
携
強
化
や
掛
け
金
充
当
の
円
滑
化
な
ど

現場と協力会社が一体となり取り組む

電子化普及に向けて整備進む
健
康
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
一
段
と
強
化

月は「建設業退職金共済制度」加入促進強化月間
（１２）（第三種郵便物認可） ２０２６年（令和８年）１０月１日　（木曜日）【企　画】
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ど
の
協
力
を
得
て
同
制
度
の
加
入
を
事
業
主
に
促
し
て
い
く
と
と
も
に

建
設
現
場
で
働
く
労
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者
に
共
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手
帳
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実
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さ
れ

証
紙
貼
付
方
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電
子
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イ
ン
ト
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に
よ
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掛
け
金
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が
適
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に
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さ
れ
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よ
う
同
制
度
の
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も
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と
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連
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強
化
や
掛
け
金
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に
か

か
る
期
間
の
短
縮

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
き
る
手
続
き
の
大
幅
拡
充
な
ど
普
及
に
向
け
て
整
備
が

進
ん
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い
る
２
０
２
０
年
か
ら
同
方
式
を
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す
る
青
木
あ
す
な
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建
設
の
望
月
尚
幸
社
長
に


同
方
式
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
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ど
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
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む

作業所で笑顔を向ける外国人技術者たち

　青木あすなろ建設は、今夏から猛暑期における建設現場で
働く社員の安全と健康確保を目的として、モデル現場を対象
に夏期の現場閉所の実証を開始した。対象期間は熱中症リス
クが特に高まる７月から８月まで。今回の実証では、モデル
現場における現場閉所のほか、現場条件に応じて熱中症リス
クの高い午前時から午後２時を休憩時間とするサマータイ
ムの導入、パルスオキシメーターなどの熱中症予防品の活用
も実施した。
　建設現場では、夏場の気温上昇に伴う熱中症などの健康リ
スクへの対応が一段と重要となっており、同社もこうした環
境変化を建設業全体の課題としてとらえ、現場で働くひとり
一人の安全確保や安心して仕事ができる環境づくりに力を入
れている。また、猛暑期には作業効率の低下が避けられない
ことから、無理な稼働を抑制し、生産性の高い時期により効
果的に業務を進めることで、年間を通じた生産性の向上につ
なげる考えだ。
　今回の実証では条件の整った国内のモデル現場を選定し試
行的に実施したが、今後は実証で得られた知見を基に現場ご
との実効性や課題を確認し、より働きやすい建設現場づくり
に向けて段階的な展開も検討する。
　現場でのＢＰＯ（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）
の導入にも精力的に取り組んでいる。これまで建設業の現場
監督が担ってきた書類作成業務をＢＰＯで代行する形とな
る。
　現状では現場監
督が業務に関連す
るさまざまな書類
の作成も対応する
必要があり、業務
の負荷が高まり過
ぎている傾向にあ
る。施工図の作図
をはじめ、工事写
真撮影・帳票整理、申請書類作成、施工計画書作成、安全書
類確認、数量検査などの書類管理業務を外部の複数のパート
ナー会社に委託し、現場監督は施工計画の立案や実行に集中
できる環境を作るのが狙いだ。
　こうした施工管理の業務に専念することで、現場監督なら
ではのやりがいや楽しさをより感じてもらい、社員の就労意
欲の向上につなげたい考え。同社では施工管理業務の特化し
た現場監督の育成を進める上で、名称を現場監督から「（仮
称）現場クリエイター」への変更も検討している。
　高度外国人材の育成にも注力している。スリランカ人技術

者は今年で５期目を迎えるが、現状では離職者ゼロと定着している。４期
目以降は日本語の会話について集中的に学習するプログラムに変更し、よ
り現場で活躍できる人材教育を構築している。
　こうした同社ならではの取り組みが奏功し、ここ数年は希望の採用人数
を確保できており、企業のイメージ戦略が着実に成果を上げているという。
日本人の離職率も５％以下を維持しており、今後も社員全員が働きやすい
環境整備に努めていく。
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
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
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
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
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
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
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
現
場

や
事
務
部
門
に
と

て
は
大
き
な
負
担
と
な

て

い
ま
し
た


　
電
子
化
に
よ
る
最
大
の
メ
リ

ト
は
こ
う
し
た

事
務
作
業
を
大
幅
に
削
減
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す

電
子
化
後
は

証
紙
自
体
を
物
理
的
に

管
理
す
る
必
要
が
な
く
な
り

出
面
情
報
と
の
整

合
確
認
を
行

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私
が
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給
与
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
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

て
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し
た
し

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
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が
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と
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て
い
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す
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だ
に
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退
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を
認
知

し
て
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な
い
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で

制
度
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要
性
を
技
能
者
に
理
解
し
て
も
ら
い

引
き
続

き
加
入
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必
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す
例
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現
在
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子
ポ
イ
ン
ト
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
よ
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簡
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な
操
作
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有
す
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当
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し
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ま
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よ
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に

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で
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る
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う
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を

今
後
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検
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す
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
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る
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も

電
子
ポ
イ

ン
ト
方
式
は
企
業
が
前
向
き
に
取
り
組
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価
値
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あ
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と
思
い
ま
す
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